
52

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
す
る
在
西
欧
図
書
館
に
お
け
る
日
本
関
係
資
料
を
め
ぐ
る
状
況
、

な
ら
び
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
図
書
館
蔵
〈
川
端
康
成
書
簡
〉
の
紹
介

渡　

部　

麻　

実

一　

は
じ
め
に

　

在
西
欧
図
書
館
に
お
け
る
日
本
関
係
資
料
の
把
握
と
調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
近
世
以
前
の
研
究
領
域
に
お
い
て
、
よ
り
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
た
１
。
も
っ
と
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
所
在
す
る
図
書
館
・
研
究
機
関
等
が
収
集
す
る
日
本
関
係
資
料
の
多

く
を
、
古
典
籍
と
木
版
画
が
占
め
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
自
然
な
傾
向
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
研
究
資
料
の
存
在
可
能
性
に
対
す

る
予
期
と
期
待
値
が
高
く
な
け
れ
ば
、
渡
欧
踏
査
に
は
至
り
に
く
い
。
だ
が
、
在
外
図
書
館
の
収
集
対
象
の
ほ
と
ん
ど
は
近
世
、

少
な
く
と
も
明
治
前
期
以
前
の
資
料
で
あ
ろ
う
と
の
イ
メ
ー
ジ
の
先
行
に
よ
り
、
見
逃
さ
れ
続
け
る
資
料
が
あ
る
こ
と
は
看
過
し

た
く
な
い
。

　

西
欧
と
の
人
的
交
流
を
ほ
と
ん
ど
持
た
な
か
っ
た
近
世
以
前
と
は
異
な
り
、
近
代
は
、
作
家
個
人
が
西
欧
を
含
む
海
外
に
広
く

赴
き
、
多
様
な
交
流
を
展
開
し
て
き
た
２
。
交
流
に
よ
り
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
。
つ
ま
り
書
簡
や
書
物
が
往
き
来
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す
る
。
原
稿
・
草
稿
・
蔵
書
の
寄
贈
が
行
わ
れ
る
。
滞
在
が
長
期
に
渡
れ
ば
、
帰
国
時
に
持
ち
帰
れ
な
か
っ
た
手
沢
本
を
寄
贈
す

る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
世
界
に
は
、
日
本
の
近
代
作
家
た
ち
の
置
き
土
産
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
。
問
題
は
そ
れ
ら
が
少
な
か
ら

ず
藁
の
な
か
の
針
め
い
て
、
見
つ
か
る
保
証
の
な
い
こ
と
だ
。
有
無
も
所
在
も
価
値
も
未
詳
の
針
を
求
め
て
海
を
越
え
る
人
は
珍

し
い
。
総
じ
て
、
近
現
代
文
学
研
究
（
者
）
に
よ
る
西
欧
の
日
本
関
係
資
料
所
蔵
機
関
へ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
動
き

は
鈍
く
な
り
が
ち
だ
。
ま
た
、
こ
う
し
た
状
況
は
研
究
者
と
在
西
欧
資
料
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。
日
本
国
内
に
は
多
様

な
文
学
館
、
資
料
館
が
存
在
し
、
文
学
者
の
個
人
名
を
冠
す
る
機
関
も
多
い
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
機
関
で
さ
え
、
在
外
資
料
に

関
す
る
情
報
収
集
は
意
外
と
難
し
い
。
お
そ
ら
く
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
、
具
体
的
な
接
点
が
少
な
い
こ
と
が
原
因
だ
ろ
う
。
近
現

代
文
学
研
究
と
在
西
欧
資
料
の
距
離
や
、
国
内
外
の
資
料
専
門
家
相
互
の
距
離
が
今
よ
り
も
縮
ま
れ
ば
、
情
報
の
穴
が
埋
ま
り
、

知
や
展
望
を
あ
ら
た
に
獲
得
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず
だ
。

　

他
方
、
西
欧
に
は
日
本
学
を
専
門
的
に
学
べ
る
高
等
教
育
機
関
が
複
数
存
在
す
る
が
、
日
本
文
学
・
文
化
に
つ
い
て
言
え
ば
、

そ
れ
を
専
攻
す
る
若
い
世
代
の
多
く
は
近
現
代
に
関
心
を
向
け
て
い
る
。
研
究
資
料
に
加
え
、
研
究
成
果
の
共
有
を
よ
り
活
発
に

す
る
た
め
に
も
、
国
内
外
の
研
究
者
と
日
本
資
料
の
専
門
家
を
め
ぐ
る
交
流
の
活
性
化
が
望
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
文
学
の
研
究
と

教
育
が
発
展
可
能
性
を
か
け
て
真

に
向
き
合
い
つ
つ
あ
る
デ
ジ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
ー
ズ
の
問
題
を
考
え
る
な
ら
、
そ
の

分
野
に
お
け
る
議
論
が
夙
に
身
近
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
き
た
資
料
専
門
家
た
ち
と
、
文
学
研
究
者
と
の
国
境
を
越
え
た
交
流

は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
高
め
る
だ
ろ
う
。
大
学
・
大
学
院
に
お
け
る
文
学
教
育
と
Ｄ
Ｈ
の
結
節
点
が
、〈
資
料
〉
に
求
め
ら
れ
る
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こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
研
究
の
み
な
ら
ず
、教
育
と
文
化
振
興
の
現
代
的
な
在
り
方
を
め
ぐ
り
、図
書
館（
員
）・
文
学
館（
員
）・

資
料
館
（
員
）
と
、
研
究
（
者
）
と
の
交
流
や
協
働
は
不
可
欠
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
在
西
欧
日
本
関
係
資
料
の
所
蔵
や
利
用
を
め
ぐ
る
状
況
と
と
も
に
、
国
内
外
の
資
料
専
門
家
間
、
資
料
専
門
家
と

研
究
者
間
の
通
路
を
確
認
し
、
共
有
し
た
い
。

二　

パ
リ
を
中
心
と
す
る
在
西
欧
研
究
図
書
館
と
日
本
関
係
資
料

　

稿
者
は
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
日
か
ら
二
三
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
半
年
間
、
パ
リ
・
シ
テ
大
学
３
に
客
員
研
究
員
と
し
て

在
籍
す
る
機
会
を
得
た
。
本
節
で
は
、
そ
の
折
に
実
施
し
た
訪
問
調
査
の
概
要
を
報
告
す
る
。
本
調
査
は
、
日
本
資
料
を
扱
う
専

門
司
書
九
名
の
協
力
を
得
て
、
以
下
に
示
す
四
カ
国
八
館
（
国
別
、
訪
問
順
）
を
対
象
に
行
っ
た
。
日
本
関
係
資
料
の
体
系
的
な

収
集
と
整
理
、
公
開
を
行
っ
て
い
る
西
欧
を
代
表
す
る
機
関
と
し
て
は
、
左
記
の
八
館
に
加
え
、
イ
ギ
リ
ス
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
図
書
館
や
ベ
ル
ギ
ー
の
ル
ー
ヴ
ァ
ン
大
学
東
方
図
書
館
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
図
書
館
や
そ
の
所
属
先
研
究

機
関
は
、
い
ず
れ
も
、
西
欧
に
お
け
る
日
本
研
究
の
拠
点
的
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

　

以
下
、
日
本
関
係
資
料
の
収
集
、
整
理
・
保
管
、
公
開
を
行
う
在
西
欧
専
門
図
書
館
に
つ
い
て
、
所
蔵
資
料
の
状
況
を
中
心
に

報
告
す
る
。
な
お
、
調
査
時
に
投
じ
た
質
問
項
目
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
は
本
稿
末
尾
【
資
料
１
・
２
】
を
参
照
さ
れ
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た
い
。

㈠　

フ
ラ
ン
ス

①
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｃ
（Bibliothèque universitaire des langues et civilisations

）
大
学
間
共
同
利
用
言
語
文
化
図
書
館

所
在
地
…65rue des Grands M

oulins, 75013 Paris, FRA
N
CE

Ｈ
Ｐ
…https

：//w
w
w
.bulac.fr/

専
門
司
書
…
古
賀
敦
子
（A

tsuko K
oga-V

enture

）
氏

概
要
…
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
（L'Institut national des langues et civilisations orientales 

国
立
東
洋
言
語
文
化
研
究
学
院
）

と
同
居
し
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｏ
（
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
部
）
を
擁
す
る
パ
リ
・
シ
テ
大
学
に
も
近
い
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｃ
は
、
人
文
科
学
に

特
化
し
た
学
際
的
な
調
査
研
究
図
書
館
で
、
和
古
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
高
等
教
育
、
研
究
、
文
化
機

関
の
共
同
利
用
図
書
館
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
持
つ
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
非
西
洋
地
域
全
般
に
わ
た
る
。
前
身
に

あ
た
る
Ｂ
Ｉ
Ｕ
Ｌ
Ｏ
（
大
学
間
相
互
利
用
東
洋
語
図
書
館
）
４
の
蔵
書
を
核
と
し
、
É
Ｆ
Ｅ
Ｏ
（
極
東
フ
ラ
ン
ス
語
学
校
）、

CRJ de EH
ESS （
社
会
科
学
高
等
研
究
院
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
）、
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｏ
（
パ
リ
・
シ
テ
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
部
）

の
寄
託
資
料
を
所
蔵
す
る
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｃ
の
日
本
関
係
資
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
設
立
の
歴
史
と
規
模
の
両
面
に
お
い
て
フ
ラ

ン
ス
国
立
図
書
館
に
次
ぐ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
資
料
の
主
力
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
が
製
作
し
た
蔵
書
目
録
『
パ
リ

東
洋
語
図
書
館
蔵
日
本
書
籍
目
録
―
一
九
一
二
年
以
前
―
』（
二
〇
〇
六
）
所
載
の
、
木
版
や
朝
鮮
古
活
字
本
を
含
む
約
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一
七
〇
〇
タ
イ
ト
ル
だ
が
、
文
学
・
言
語
・
歴
史
・
哲
学
の
各
分
野
に
お
け
る
教
育
・
研
究
上
の
参
考
資
料
の
収
集
を
精
力
的

に
行
っ
て
お
り
、
近
現
代
領
域
の
蔵
書
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ア
イ
ヌ
な
ら
び
に
沖
縄
に
関
連
す
る
資
料
が
多
い
の
も
特
徴
の

一
つ
で
、
そ
の
他
、
近
年
は
日
本
の
点
字
関
係
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
増
や
し
つ
つ
あ
る
。
前
近
代
で
は
あ
る
が
、
先
の
目
録
作

成
以
降
に
あ
た
る
二
〇
一
一
年
、Robert Bergère

の
寄
贈
に
よ
り
、
あ
ら
た
に
近
世
の
図
譜
一
七
〇
冊
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
加
え
ら
れ
た
。

②U
niversité Paris Cité, U

FR LCA
O
‒Bibliothèque

パ
リ
・
シ
テ
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
部
図
書
館

所
在
地
…A

ile C 5rue T
hom
as M

ann, 75205 PA
RIS, FRA

N
CE

Ｈ
Ｐ
…https

：//u-paris.fr/lcao/presentation-de-la-bibliotheque/

専
門
司
書
…
嵩
井
里
恵
子
（Rieko K

asai D
egoulet

）
氏

概
要
…
パ
リ
シ
テ
大
学
東
ア
ジ
ア
言
語
文
化
学
部
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｏ
（Langues et Civilisations de l'A

sie O
rientale

）
の
専
門

図
書
館
と
し
て
、
同
大
学
中
央
図
書
館
と
は
別
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
学
部
附
属
図
書
館
と
い
う
性
格
上
、
教
学
を
支
え
る
資

料
の
収
集
を
主
要
な
使
命
と
し
、
原
則
的
に
希
覯
本
の
収
集
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
は
大
江
健
三
郎

旧
蔵
書
『
渡
辺
一
夫
著
作
集
』、
大
久
保
乙
彦
旧
蔵
書
一
二
三
冊
、
日
高
六
郎
旧
蔵
書
、
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ
ー
滞
在
時
の
池

澤
夏
樹
旧
蔵
書
、
辻
仁
成
著
者
献
呈
本
、
平
中
悠
一
著
者
献
呈
本
と
い
っ
た
作
家
・
研
究
者
の
寄
贈
資
料
、
署
名
本
も
見
ら
れ

る
。
な
お
、
明
治
改
元
時
点
で
す
で
に
日
本
語
科
を
設
置
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
東
洋
言
語
専
門
学
校
の
後
身
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
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Ｃ
Ｏ
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｏ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
語
日
本
文
化
の
高
等
教
育
と
研
究
の
中
核
を
担
う
機
関
で
あ
る
。

近
接
の
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｃ
と
収
書
を
分
担
し
、
そ
れ
ら
の
相
互
補
完
的
な
利
用
を
促
す
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
日
本
語
日
本

文
学
領
域
の
研
究
教
育
を
支
え
る
屋
台
骨
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

③ Bibliothèque du M
N
A
A
G

（M
usée national des arts asiatiques-Guim

et

）
ギ
メ
東
洋
美
術
館
図
書
館

所
在
地
…6place d'Iéna, 75116 PA

RIS, FRA
N
CE

Ｈ
Ｐ
…https

：//w
w
w
.guim

et.fr/francais/visites/bibliotheque/

専
門
司
書
…
ノ
エ
ル
咲
（Saki N

öel

）
氏

概
要
…
ギ
メ
東
洋
美
術
館
は
、
世
界
的
な
宗
教
美
術
館
の
設
立
を
標
榜
し
た
リ
ヨ
ン
の
実
業
家
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
（
一
八
三
六

〜
一
九
一
八
年
）
の
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
母
体
と
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
美
術
館
再
編
計
画
に
と
も
な
い
ル
ー
ブ
ル
美

術
館
の
東
洋
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
移
管
さ
れ
、
ギ
メ
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
と
な
っ
た
。
ギ
メ
美
術

館
図
書
館
は
、
美
術
館
内
に
位
置
し
、
研
究
図
書
館
で
あ
り
な
が
ら
一
般
利
用
者
に
も
開
か
れ
て
い
る
。
本
図
書
館
が
、
東
洋

美
術
と
美
術
史
に
関
す
る
専
門
的
な
文
献
を
き
わ
め
て
多
く
所
蔵
し
て
い
る
の
は
無
論
だ
が
、日
本
近
代
研
究
の
観
点
か
ら
は
、

エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
関
係
の
資
料
に
注
目
し
た
い
。
ギ
メ
は
、
宗
教
美
術
館
の
開
設
と
と
も
に
、
一
八
七
九
年
三
月
の
日
付
を
持

つ
「
仏
国
里
昴
府
新
設
学
校
広
告
」（
ギ
メ
図
書
館
蔵
、【
図
版
１
】）
５
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
リ
ヨ
ン
に
日
仏
教
育
研
究
機

関
と
し
て
の
学
校
を
新
設
す
る
計
画
を
推
進
し
て
い
た
。
日
本
語
を
用
い
、「
日
本
ノ
諸
君
ニ
広
告
ス
」
と
記
さ
れ
た
同
広
告
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の
内
容
を
見
る
限
り
、
そ
れ
は
「
東
洋
語
学
校
」
６
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
と
は
少
々
異
な
る
よ
う
だ
。
ギ
メ
が
計
画
し

た
学
校
は
、
日
仏
教
育
研
究
機
関
と
東
洋
語
学
校
、
さ
ら
に
日
本
人
留
学
生
向
け
の
補
習
校
を
兼
ね
る
形
態
だ
っ
た
と
見
る
の

が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
さ
き
の
広
告
と
と
も
に
保
管
さ
れ
た
資
料
（【
図
版
２
】）
は
、「
プ pou

」「
ブ bou

」「
十 

10 jiou 

toou

」
と
い
う
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
話
者
を
対
象
と
し
日
本
語
の
実
際
に
近
い
発
音
が
で
き
る
よ
う
顧
慮
し
た
仮
名
と
数
字

の
一
覧
表
で
あ
る
。
平
仮
名
に
は
筆
順
が
記
さ
れ
て
お
り
、
書
く
こ
と
に
も
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
ギ
メ
図
書
館
所
蔵
資
料
の
う

ち
明
治
以
降
の
文
献
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
と
、
一
八
七
〇
年
代
半
ば
、
明
治
初
年
代
の
『
小
学
読
本
』
各
巻
、「
小
学
習
字
帖
」

（【
図
版
３
】）
各
種
等
、初
等
教
育
用
の
教
科
書
が
顕
著
に
多
い
。
な
か
に
は
、文
部
省
『
小
学
化
学
』
一
〜
三
（
ロ
ス
コ
ウ
撰
、

市
川
盛
三
郎
訳
、
保
田
東
潜
校
、
一
八
七
四
年
）
の
よ
う
な
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
日
本
語
学
習
者
向
け
と
は
言
え
な
い
教
科
書
も

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ギ
メ
が
「
仏
国
里
昴
府
新
設
学
校
広
告
」
に
、
学
校
新
設
の
動
機
と
し
て
記
し
た
「
予
一
般
ノ
教
育

ニ
従
事
セ
シ
ヨ
リ
尓
来
日
本
留
学
生
ノ
上
ニ
於
テ
遺
憾
少
ナ
カ
ラ
ズ
今
其
一
二
ヲ
挙
レ
ハ
日
本
人
纔
カ
ニ
六
歳
ヨ
リ
十
四
歳
以

内
ノ
童
子
ヲ
航
セ
シ
ム
ル
者
ア
リ
其
童
子
唯
欧
州
ノ
学
ニ
従
事
ス
ル
ニ
因
リ
国
語
歴
史
及
ビ
風
習
ヲ
忘
レ
帰
国
シ
テ
後
同
国
人

ノ
交
際
ニ
苦
シ
ム
ニ
至
ル
」
に
鑑
み
て
も
、
新
設
学
校
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
中
等
教
育
用

の
教
科
書
と
し
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
源
歌
子
（
下
田
歌
子
）『
和
文
教
科
書
』
全
一
〇
巻
（
東
京
中
央
堂
、
一
八
八
五
〜

八
九
年
）
が
注
目
さ
れ
る
７
。
一
八
七
九
年
、
リ
ヨ
ン
に
ギ
メ
宗
教
美
術
館
を
設
立
す
る
に
先
立
ち
、
明
治
初
年
代
に
来
日
し
、

二
カ
月
余
り
を
日
本
で
過
ご
し
た
経
験
を
持
つ
ギ
メ
の
残
し
た
資
料
類
は
、
明
治
黎
明
期
に
お
け
る
日
仏
文
化
交
流
を
知
る
う
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え
で
少
な
か
ら
ず
貴
重
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
８
。

　
【
図
版
１
】
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
「
仏
国
里
昴
府
新
設
学
校
広
告
」（
ギ
メ
美
術
館
図
書
館
蔵
）

　
【
図
版
２
】
Ａ
四
サ
イ
ズ
に
裁
断
し
た
用
紙
五
枚
に
筆
書
き
、「
一
」
〜
「
六
」
の
う
ち
「
五
」
は
欠
。（
ギ
メ
美
術
館
図
書
館
蔵
）

　
【
図
版
３
】
關
雪
江
書
、
東
京
府
師
範
学
校
編
纂
『
小
学
習
字
帖　

明
治
十
年
三
月　

東
京
府
』（
ギ
メ
美
術
館
図
書
館
蔵
）

④Bibliothèque d'études japonaises,  Pôle M
ondes asiatiques, Institut des civilisations, Collège de France

コ

レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
日
本
研
究
図
書
館
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所
在
地
…52rue du Cardinal Lem

oine, 75005 PA
RIS, FRA

N
CE
Ｈ
Ｐ
…https

：//w
w
w
.college-de-france.fr/fr/bibliotheque-archives/bibliotheque-etudes-japonaises

専
門
司
書
…
馬
場
郁
（K

aoru Baba

）
氏

概
要
…
国
立
特
別
高
等
教
育
機
関
（grands établissem
ents

）
の
一
つ
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
研
究
図
書

館
は
、
日
本
語
学
、
仏
教
、
宗
教
史
関
係
を
中
心
に
、
豊
富
な
研
究
資
料
を
所
蔵
す
る
。
日
本
近
代
に
関
係
す
る
資
料
と
し
て

は
、
ア
グ
ノ
エ
ル
と
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
の
フ
ァ
ン
ド
に
注
目
し
た
い
。
言
語
学
や
文
化
人
類
学
を
専
門
と
す
る
ア
グ
ノ
エ
ル

（Charles H
aguenauer,1896-1976

）
は
、
Ｉ
Ｈ
Ｅ
Ｊ
（
日
本
学
高
等
研
究
院
）
を
創
設
し
初
代
所
長
を
務
め
た
人
物
で
、

日
本
で
の
在
外
研
究
期
間
中
（
一
九
二
四
〜
三
二
年
）
に
あ
た
る
一
九
三
〇
年
に
沖
縄
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い

る
。
折
口
信
夫
、
柳
田
國
男
の
影
響
を
強
く
受
け
る
と
と
も
に
、
沖
縄
文
化
研
究
の
父
と
称
さ
れ
る
伊
波
普
猷
と
親
交
を
結
ん

だ
ア
グ
ノ
エ
ル
は
、
沖
縄
関
係
の
言
語
・
民
族
に
関
す
る
多
量
の
ノ
ー
ト
を
遺
し
た
。
日
本
文
学
領
域
で
は
、
森
鷗
外
や
志
賀

直
哉
の
翻
訳
、『
源
氏
物
語
』
の
解
説
と
抄
訳
な
ど
を
手
が
け
て
い
る
。
日
本
研
究
図
書
館
に
は
、
そ
の
旧
蔵
書
約
七
五
〇
〇

冊
と
日
本
滞
在
時
に
撮
影
し
た
写
真
を
含
む
旧
蔵
品
、
ス
ケ
ッ
チ
を
含
む
肉
筆
資
料
群
が
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、
日
本
研
究
者
の

在
外
旧
蔵
品
・
旧
蔵
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
稀
有
な
規
模
を
誇
っ
て
い
る
。
旧
蔵
資
料
中
、
沖
縄
関
係
の
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
が
出
版
し
て
お
り
９
、
研
究
に
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
、
カ
ー
ト
ン
三
〇
箱
以

上
に
も
及
ぶ
旧
蔵
資
料
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二
二
箱
分
が
す
で
に
目
録
化
さ
れ
て
い
る
。
目
録
を
見
る
限
り
、
二
二
箱
分
の
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資
料
の
中
心
は
『
法
寶
義
林
』
研
究
に
関
連
す
る
資
料
で
、
全
体
に
、
日
本
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
思
想
と
そ
れ
を
紐
解

く
の
に
有
用
な
言
語
関
係
の
資
料
が
目
立
つ
。他
方
、『
落
窪
物
語
』に
つ
い
て
の
日
本
語
資
料
、ア
グ
ノ
エ
ル
の
著
作『O

rigines 

de la civilisation japonaise

』（
一
九
五
六
）
や
『M

orphologie du japonais m
oderne

』
Ⅰ
〜
Ⅲ
（
一
九
五
一
〜

五
三
）
執
筆
準
備
の
た
め
の
タ
イ
プ
原
稿
、
武
士
の
起
源
、
鎌
倉
中
期
の
武
士
・
竹
崎
季
長
、
鎌
倉
時
代
の
美
術
・
文
学
に
見

ら
れ
る
戦
士
等
に
つ
い
て
の
ノ
ー
ト
、日
本
の
歴
史
に
関
す
る
手
稿
、《
帝
国
主
義
》
と
タ
イ
ト
ル
の
あ
る
メ
モ
類
の
束
の
ほ
か
、

《Petite histoire du style littéraire japonais

》
と
題
さ
れ
た
ノ
ー
ト
や
、日
中
文
学
に
つ
い
て
の
メ
モ
な
ど
も
見
出
せ
る
。

以
上
の
二
二
箱
分
以
外
の
カ
ー
ト
ン
は
、
ア
グ
ノ
エ
ル
の
没
後
に
引
き
取
ら
れ
た
も
の
で
、
旧
蔵
書
も
多
く
含
ま
れ
、
書
籍
は

内
容
に
応
じ
て
日
本
研
究
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た
。
同
カ
ー
ト
ン
中
に
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
資
料
な
ど
、
ア

グ
ノ
エ
ル
の
旧
蔵
資
料
に
属
さ
な
い
も
の
も
一
部
含
ま
れ
る
沖
縄
関
係
の
資
料
を
除
き
未
詳
部
分
も
多
く
、
潜
在
す
る
可
能
性

を
含
め
興
味
深
い
。

　

ク
レ
ッ
ト
マ
ン
の
フ
ァ
ン
ド
は
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
（Louis K

reitm
ann,1851-1914

）
の
日
本
滞
在
中
の
記
録
資
料
（
日
記
、

写
真
、
書
簡
等
）
な
ら
び
に
収
集
資
料
（
絵
巻
、
地
図
、
錦
絵
等
）
を
お
も
な
内
容
と
す
る
。
ル
イ
・
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
の
日
本

滞
在
中
の
資
料
群
を
発
見
し
た
彼
の
孫
ピ
エ
ー
ル
が
整
理
を
試
み
、
の
ち
に
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
日
本
研
究
図
書
館

に
寄
託
（
二
〇
二
二
〜
二
七
年
）
し
た
。
な
お
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
は
理
工
科
学
校
卒
の
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
で
、
同
校
学
長
も
務
め

た
人
物
だ
が
、
一
八
七
六
年
二
月
七
日
か
ら
七
八
年
五
月
二
〇
日
に
か
け
て
は
、
明
治
政
府
の
要
請
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
軍
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事
顧
問
団
（
第
二
次
）
に
加
わ
り
、
工
兵
大
尉
の
身
分
で
日
本
に
滞
在
し
陸
軍
士
官
学
校
の
教
官
を
務
め
て
い
た
。
ク
レ
ッ
ト

マ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
お
も
に
六
種
類
―
Ａ 

二
冊
の
ア
ル
バ
ム
に
収
め
ら
れ
た
四
七
八
枚
の
写
真
（
う
ち
三
九
一
枚
が
日

本
で
撮
影
）
／
Ｂ 

徳
川
御
三
卿
中
の
田
安
家
旧
蔵
『
献
英
楼
画
叢
』
四
冊
／
Ｃ 

絵
巻
／
Ｄ 

版
画
／
Ｅ 

地
図
／
Ｆ 

陸
軍
士
官

学
校
の
講
座
資
料
／
Ｇ 

講
座
の
た
め
の
準
備
資
料
／
Ｈ 

日
記
・
書
簡 

に
分
類
さ
れ
る
。
ま
た
、
資
料
の
発
見
者
に
あ
た
る
孫

の
ピ
エ
ー
ル
が
調
査
過
程
で
収
集
し
た
資
料
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
角
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
目
録
は
、コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・

フ
ラ
ン
ス
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
タ
ロ
グSalam

andre

で
確
認
で
き
る
。
同
サ
イ
ト
で
は
、
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
が
執

筆
し
た
資
料
を
日
本
語
に
訳
し
た
う
え
で
陸
軍
士
官
学
校
の
テ
キ
ス
ト
と
す
べ
く
ガ
リ
版
刷
り
さ
れ
た
一
八
種
（
城
、
要
塞
・

軍
路
、
化
学
技
術
、
地
理
、
代
数
、
測
量
な
ど
）
の
講
本
（
一
八
七
六
年
頃
成
立
）
ほ
か
、
一
部
資
料
の
画
像
公
開
も
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、
日
記
や
写
真
に
つ
い
て
は
調
査
研
究
を
経
て
書
籍
化
さ
れ
て
い
る
１
０
。
他
方
、
講
座
関
連
の

メ
モ
・
ノ
ー
ト
類
な
ど
、
詳
細
調
査
未
了
の
資
料
群
も
あ
る
。
明
治
草
創
期
の
士
官
学
校
の
あ
り
方
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
拓
く
ク
レ
ッ
ト
マ
ン
の
資
料
群
か
ら
は
、
文
学
も
含
め
た
近
代
日
本
研
究
に
有
用
な
知
見
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
初
代
日
本
講
座
教
授
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
（Bernard 

Frank,1927-1996

）
の
講
義
資
料
が
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
本
部
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、Salam

andre

で
目
録

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
他
、
和
古
書
を
中
心
と
す
る
約
二
七
〇
冊
の
旧
蔵
書
、
書
簡
、
ノ
ー
ト
を
含
むH

ippolyte de 

Castillon de Saint-V
ictor （1830-1898

）
の
旧
蔵
資
料
が
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
園
芸
文
化
を
中
心
に



63

日
本
へ
の
高
い
関
心
を
示
し
た
人
物
と
あ
っ
て
、
カ
ス
テ
ィ
オ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
は
、
明
治
初
期
の
パ
リ
に
お
け
る
日

本
人
と
の
交
友
も
う
か
が
え
る
と
い
う
。
近
代
日
本
に
関
す
る
貴
重
な
歴
史
資
料
と
し
て
注
目
し
た
い
。

⑤ service des m
anuscrits orientaux, D

épartem
ent des M

anuscrits, Bibliothèque nationale de France - site 

Richelieu
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（
Ｂ
ｎ
Ｆ
）
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
、
東
洋
手
稿
資
料
部
門

所
在
地
…58, rue de Richelieu 75002 Paris, FRA
N
CE

Ｈ
Ｐ
…https

：//w
w
w
.bnf.fr/fr/richelieu

専
門
司
書
…Laurent H

ericher
氏
、
東
洋
手
稿
部
門
長

概
要
…
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
は
王
室
文
庫
時
代
か
ら
続
く
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
（
Ｂ
ｎ
Ｆ
）
の
旧
館
に
あ
た
り
、
現
在
Ｂ
ｎ
Ｆ
の

拠
点
は
、
一
九
九
四
年
に
新
設
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
館
に
置
か
れ
て
い
る
。
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
は
長
期
改
修
工

事
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
九
月
に
再
開
し
た
。
お
も
に
芸
術
と
文
化
遺
産
を
扱
う
こ
の
館
の
所
蔵
の
中
心
は
、
原
稿
・
手
稿
、

版
画
・
写
真
の
ほ
か
、
美
術
、
舞
台
、
地
図
、
古
銭
等
の
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
置
か
れ
て
い
る
１
１
。
敷
地
に
は
、
研
究
図

書
館
の
ほ
か
、
年
齢
制
限
な
く
無
料
で
利
用
で
き
る
有
名
な
楕
円
形
ド
ー
ム
状
の
閲
覧
室
（La salle O

vale

【
図
版
４
】）
や

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
る
。
な
お
Ｂ
ｎ
Ｆ
で
は
、
日
・
中
・
韓
の
資
料
を
一
括
管
理
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
古
い
所
蔵
カ
タ
ロ

グ
で
は
日
本
関
連
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
中
国
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
包
括
さ
れ
て
い
る
。
日
本
関
係
資
料
と
し
て
は
、日
本
文
庫
（le 

fonds japonais

）
と
、
蒐
書
家
と
し
て
知
ら
れ
る
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ス
エ
フ
（A

lexandre-A
uguste Lesouëf, 1829-
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1906

）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
約
一
万
八
千
点
か
ら
な
る
ス
ミ
ス
・
ル
ス
エ
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
日
本
部
門
（le fonds Sm

ith-

Lesouëf iaponais

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ル
ス
エ
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、そ
の
多
く
を
ア
ジ
ア
の
写
本
を
は
じ
め
と
す
る
書
物
、

版
画
、
骨
董
が
占
め
、
日
本
関
係
資
料
と
し
て
は
巻
子
本
を
含
む
書
物
や
美
術
品
九
〇
〇
点
以
上
が
あ
る
。
ル
ス
エ
フ
自
身
に

日
本
訪
問
歴
は
な
く
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
背
景
に
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
の
著
名
な
日
本
学
者
で
フ
ラ
ン
ス
国
立
東
洋

　
【
図
版
４
】
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
館
閲
覧
室
（La salle O

vale

）
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語
学
校
の
初
代
教
授
と
し
て
も
知
ら
れ
る
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
（Léon-Louis-Lucien Prunel de Rosny,1837-1914

）

と
の
親
交
、
レ
オ
ン
の
影
響
と
助
力
が
あ
っ
た
。

　

Ｂ
ｎ
Ｆ
に
日
本
語
の
本
が
初
め
て
収
蔵
さ
れ
た
の
は
一
七
四
二
年
の
こ
と
と
い
う
。
一
八
五
八
年
に
締
結
さ
れ
た
日
仏
修
好

通
商
条
約
の
締
結
以
前
に
お
い
て
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
お
も
に
出
島
に
滞
在
し
た
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
資
料

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
だ
っ
た
イ
サ
ー
ク
・
テ
ィ
チ
ン
グ
（Isaac T

itsingh,1745-1812

）

が
収
集
し
た
約
一
五
〇
冊
の
写
本
や
、
シ
ー
ボ
ル
ト
旧
蔵
書
か
ら
購
入
さ
れ
た
三
四
作
品
八
四
束
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
核
を

な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
寄
贈
と
購
入
に
よ
り
徐
々
に
所
蔵
数
が
増
加
し
、
一
八
八
九
年
頃
に
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
設

置
さ
れ
た
。
非
印
刷
資
料
で
あ
る
奈
良
絵
本
等
の
多
色
木
版
画
入
り
本
や
木
版
画
を
中
心
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
拡
大
を
遂
げ
た

が
、
二
〇
一
〇
年
代
以
降
は
印
刷
資
料
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
集
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
中
心
は
ジ
ャ
ポ
ネ
ズ
リ
な
ら

び
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
牽
引
し
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
（Edm

ond de Goncourt,1822-96, Jules A
lfred H

uot de 

Goncourt,1830-70

）
や
ア
ン
リ
・
リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
（H

enri Rivière,1864-1951

）
が
代
表
す
る
時
代
の
も
の
で
、
近
代
以

降
の
資
料
も
漸
増
し
て
い
る
。

㈡　

ス
イ
ス

⑥U
niversität Zürich, U

niversitätsbibliothek, Geschichte, K
ultur und T

heologie

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
（
歴
史
・
文

化
・
神
学
部
門
）
図
書
館
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所
在
地
…Zürichberg strasse 4, CH

-8032 Zürich, SCH
W
EIZ　

Ｈ
Ｐ
…https

：//w
w
w
.ub.uzh.ch

専
門
司
書
…
神
谷
信
武
（D

r.N
obutake K

am
iya

）
氏

概
要
…
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
図
書
館
は
、
同
大
学
の
研
究
・
教
育
上
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
中
央
図
書
館

（Zentralbibliothek Zürich

）
と
連
携
し
て
学
術
資
料
の
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
研
究
領
域
の
図
書
館
は
、
ス
イ
ス
国

内
に
お
い
て
日
本
関
連
の
文
献
を
も
っ
と
も
多
く
所
蔵
し
て
い
る
。
日
本
近
代
文
学
に
関
連
す
る
特
殊
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
は
、
元
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
教
授
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
（Cornelius O

uw
ehand, 1920‒1996

）
の
旧
蔵
資

料
が
あ
る
。
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
文
化
人
類
学
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
公
務
員
訓

練
課
程
を
修
了
し
、
一
九
四
五
年
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
領
東
イ
ン
ド
で
行
政
職
に
従
事
し
た
。
四
九
年
一
二
月
末
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

が
独
立
す
る
と
オ
ラ
ン
ダ
に
帰
国
し
、
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
俗
学
博
物
館
学
芸
員
職
を
経
て
日
本
に
留
学
し
て
い
る
。
柳
田
國
男

に
師
事
し
鯰
絵
の
研
究
を
行
っ
た
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
の
主
著
『
鯰
絵　

民
俗
的
想
像
力
の
世
界
』
は
、
岩
波
文
庫
で
読
む
こ
と
が

で
き
る
。
六
〇
年
代
に
お
け
る
彼
の
主
要
な
調
査
・
研
究
は
、
沖
縄
の
神
信
仰
を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
・
宗
教
を
対
象
と
す
る

も
の
で
、
六
八
年
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
に
着
任
、
八
六
年
に
退
官
す
る
ま
で
日
本
講
座
を
牽
引
し
た
。
日
本
近
代
文
学
に
関

連
す
る
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
の
お
も
な
仕
事
に
、『
雪
国
』『
千
羽
鶴
』『
山
の
音
』『
湖
』『
眠
れ
る
森
の
美
女
』
ほ
か
、
数
多
く
の

川
端
康
成
作
品
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
あ
る
。
そ
し
て
川
端
と
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
の
往
復
書
簡
四
通
が
、
近
年
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
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図
書
館
で
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
書
簡
に
つ
い
て
は
次
節
で
言
及
し
た
い
。
な
お
、
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
旧
蔵
資
料
の
多
く
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
か
ら
ラ

イ
デ
ン
大
学
に
移
さ
れ
、
現
在
は
同
大
学
図
書
館
が
管
理
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
拾
得
し

持
ち
帰
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
資
料
に
は
、
聯
合
軍
が
日
本
兵
に
投
降
を
呼
び
か
け
る
文
書
、
い
わ
ゆ
る
伝
単
が
多
く
存
在
し
、

そ
れ
ら
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。「
一
濠
洲
軍
曹
が
日
兵
に
仮
繃
帯
所
で
水
を
の
ま
せ
て
居
る
と

こ
ろ
」「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
収
容
所
に
今
や
身
心
と
も
に
健
康
を
取
戻
し
た
日
軍
将
兵
」
と
い
っ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
つ
き
の
写

真
を
掲
げ
、
国
際
法
規
に
の
っ
と
っ
た
医
療
と
給
養
を
約
束
し
つ
つ
「
今
後
の
流
血
は
無
駄
」
と
呼
び
か
け
る
も
の
等
、
一
部

資
料
は
同
図
書
館
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
公
開
さ
れ
て
い
る
。

㈢　

ド
イ
ツ

⑦O
stasienabteilung der Staatsbibliothek zu Berlin - Preußischer K

ulturbesitz

プ
ロ
イ
セ
ン
文
化
財
団
ベ
ル
リ
ン

国
立
図
書
館
東
ア
ジ
ア
部

所
在
地
…Potsdam

er Strasse 33,10785 Berlin, D
EU
T
SCH

LA
N
D
 

Ｈ
Ｐ
…https

：//staatsbibliothek-berlin.de/

専
門
司
書
…
ウ
ル
ズ
ラ
・
フ
ラ
ッ
ヘ
（D

r.U
rsula Flache

）
氏
、東
ア
ジ
ア
部
日
本
課
課
長
／
Ｃ
．
デ
ュ
ン
ケ
ル
（Christian 

D
unkel

）
氏
、
同
主
任
研
究
員
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概
要
…
プ
ロ
イ
セ
ン
文
化
財
団
が
運
営
す
る
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
は
、三
六
〇
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
研
究
図
書
館
で
あ
る
。

バ
ッ
ハ
や
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
一
族
の
手
稿
を
含
む
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
レ
ッ
シ
ン
グ
や
ゲ
ー
テ
、
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
の
書
簡
や

手
稿
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
と
く
に
有
名
だ
ろ
う
。
一
九
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た
東
ア
ジ
ア
部
（
Ｅ
Ａ
Ｄ
）
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
に

お
け
る
日
本
関
係
資
料
所
蔵
館
と
し
て
最
大
、
東
ア
ジ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
規
模
を
誇
る
。
特
記

す
べ
き
は
、
資
料
循
環
制
度
Ｂ
Ｌ
（Blauer Leihverkehr

）
の
基
幹
と
し
て
図
書
館
間
相
互
貸
借
を
前
提
に
ド
イ
ツ
語
圏
に

お
け
る
日
本
関
係
リ
ソ
ー
ス
の
集
積
所
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
Ｅ
Ａ
Ｄ
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
は
、

一
八
六
〇
年
以
降
、
プ
ロ
イ
セ
ン
使
節
団
の
遠
征
に
伴
いChurfürstliche Bibliothek zu Cölln an der Spree

が
木
版

画
や
写
本
を
購
入
し
た
こ
と
に
発
す
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
は
中
国
資
料
と
と
も
に
手
稿
部
門
、
次
い
で
東
洋
手
稿
部
門
に
収
蔵

さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
二
二
年
の
Ｅ
Ａ
Ｄ
設
立
に
と
も
な
い
移
管
さ
れ
た
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
九
四
三
年
時
点
で
、
中

国
資
料
が
写
本
版
本
あ
わ
せ
て
約
七
万
点
、
日
本
資
料
は
約
五
千
点
に
及
ん
だ
。
だ
が
、
大
戦
に
際
し
疎
開
図
書
と
な
っ
た
そ

れ
ら
の
う
ち
、
三
分
の
二
に
相
当
す
る
資
料
群
が
失
わ
れ
た
。

　

日
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
未
公
開
資
料
展
覧
会
（
一
九
八
一
年
）
の
開
催
に
あ
た
り
作
成
さ
れ
た
和
本
の
総
カ
タ
ロ
グ

K
raft, Eva

（H
g.

）. Japanische H
andschriften und traditionelle D

rucke aus der Zeit vor 1868 im
 Besitz der 

Stiftung Preußischer K
ulturbesitz Berlin. Staatsbibliothek und Staatliche M

useen: K
unstbibliothek m

it 

Lipperheidischer K
ostüm

bibliothek, M
useum

 für O
stasiatische K

unst, M
useum

 für V
ölkerkunde. 
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W
iesbaden: Steiner, 1982 （V

erzeichnis der orientalischen H
andschriften in D

eutschland ; X
X
V
II,1

）に
よ
り
、

全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
当
時
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（K

raft, Eva. T
he Japanese collection 

in the ‚Staatsbibliothek Preußischer K
ulturbesitz. In

： Japan Forum
, 3.1991, N

r. 2, S. 211-220

）
で
一
覧
で
き

る
。
日
本
文
学
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
は
、
現
在
、
三
〜
四
〇
〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
を
所
蔵
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
近
代
と

関
わ
り
を
持
つ
旧
蔵
書
に
、
大
塚
金
之
助
（
一
八
九
二
〜
一
九
七
七
）、
越
智
治
雄
（
一
九
二
九
〜
八
三
）、W

olfram
 

N
aum
ann

（
一
九
三
一
〜
二
〇
二
一
）、Jürgen Berndt 

（
一
九
三
三
〜
九
三
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
日
本
資
料
収

集
の
中
核
を
な
す
機
関
だ
け
に
、
ド
イ
ツ
各
地
の
大
学
、
文
学
館
・
記
念
館
等
を
経
て
こ
こ
に
寄
贈
ま
た
は
売
却
さ
れ
る
資
料

も
多
く
、
旧
蔵
書
を
含
む
特
殊
資
料
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
今
後
も
拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

㈣　

オ
ラ
ン
ダ

⑧U
niversiteit Leiden A

sian Library

ラ
イ
デ
ン
大
学
ア
ジ
ア
図
書
館

所
在
地
…W

itte Singel 27, 2300 RA
 Leiden, N

ED
ERLA

N
D
 

Ｈ
Ｐ
…https

：//w
w
w
.bibliotheek.universiteitleiden.nl/

専
門
司
書
…N

adia M
. K
reeft-M

ishkovskyi

氏
、
日
本
韓
国
研
究
司
書
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

概
要
…
シ
ー
ボ
ル
ト
ハ
ウ
ス
も
立
地
す
る
ラ
イ
デ
ン
は
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
日
本
研
究
の
中
心
地
で
、
オ
ラ
ン
ダ
最
古
の
大
学

ラ
イ
デ
ン
大
学
は
、
西
洋
で
最
初
に
日
本
学
科
を
設
置
し
た
大
学
で
も
あ
る
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
図
書
館
の
三
階
に
位
置
す
る
ラ
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イ
デ
ン
大
学
ア
ジ
ア
図
書
館
は
、
二
〇
一
七
年
に
新
設
さ
れ
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
心
は
世
界
最
大
規
模
を
誇
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
が
、
中
国
、
日
本
、
韓
国
関
係
の
資
料
も
多
い
。
日
本
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
、
出
島
で
収
集
さ

れ
オ
ラ
ン
ダ
に
も
た
ら
さ
れ
た
資
料
が
中
心
を
な
し
て
お
り
、
な
か
で
も
シ
ー
ボ
ル
ト
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
目
玉

と
言
え
る
。
近
年
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
其
扇
（
楠
本
た
き
、
一
八
〇
七
〜
六
九
年
）
の
シ
ー
ボ
ル
ト
宛
書

簡
が
発
見
さ
れ
て
話
題
を
呼
ん
だ
。
其
扇
の
シ
ー
ボ
ル
ト
宛
書
簡
は
全
文
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
世
界
中
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
能

に
な
っ
て
い
る
。
近
代
以
降
に
焦
点
を
あ
て
る
な
ら
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
図
書
館
か
ら
移
管
さ
れ
た
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ

エ
ハ
ン
ト
の
旧
蔵
資
料
に
注
目
し
た
い
。
一
七
個
の
フ
ァ
イ
ル
で
構
成
さ
れ
るCornelius O

uw
ehand archive 

（
ア
ウ
エ

ハ
ン
ト
・
ア
ー
カ
イ
ブ
、
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
）
は
、
日
付
の
あ
る
も
の
に
限
れ
ば
一
九
三
三
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
な
い
し
手
書
き
の
文
書
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
大
半
は
、
一
九
四
〇
年
代
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
行
政
や
現
地
の

民
族
、
宗
教
等
に
関
す
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
資
料
で
、
一
部
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
英
語
の
資
料
が
含
ま
れ
る
。
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
滞
在
し
た
時
期
は
日
本
軍
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
侵
攻
し
た
時
期
と
重
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
行
政

に
関
す
る
仕
事
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
た
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
が
、
日
本
を
対
象
と
す
る
民
俗
学
的
研
究
に
着
手
す
る
よ
う

に
な
っ
た
背
景
の
一
端
を
、
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
稿
者
の
調
査
範
囲
は
二
〇
二
三
年
二
月
時
点
で

カ
タ
ロ
グ
化
さ
れ
閲
覧
可
能
な
状
態
に
あ
っ
た
資
料
に
限
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
日
本
へ
の
言
及
を
含
む
も
の
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
Ａ
４
の
用
紙
の
両
面
を
用
い
タ
イ
プ
で
作
成
さ
れ
た
英
語
資
料
が
例
外
的
に
日
本
に
関
連
す
る
ま
と
ま
っ
た
言
及
と



71

な
っ
て
い
る
が
、冒
頭
見
出
し
に
《W

H
A
T
 T
H
E JA

PA
N
ESE D

ID
 T
O
 ISLA

M
 IN
 JA
V
A

》
と
あ
り
、次
い
で
《T

his 

article gives a survey of Japanese Islam
 policy and Islam

 propaganda in Java during the occupation 

period. It has been built up from
 Japanese authentic docum

ents 

： item
s in Japanese controlled M

alay 

new
spapers, papers seized in Japanese offi  ces.

》
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
占
領
期
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
日
本
の
イ
ス

ラ
ム
政
策
と
イ
ス
ラ
ム
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
つ
い
て
の
調
査
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
は
、
枠
外
に
「
防
諜
ニ
注
意
セ
ヨ
」

と
赤
字
で
刷
り
込
ま
れ
た
「
陸
軍
」
用
箋
「N
o.212-`04/05.

」
を
用
い
、
そ
の
両
面
に
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
き
込
ま
れ
た
資
料

が
あ
り
、
宗
主
国
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
な
い
し
そ
の
周
辺
人
物
と
、
侵
攻
中
の
大
日
本
帝
国
陸
軍
関
係

者
の
間
に
、
陸
軍
用
箋
の
授
受
が
生
起
す
る
よ
う
な
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
想
像
さ
せ
る
。
現
時
点
で
、
ア
ウ
エ

ハ
ン
ト
・
ア
ー
カ
イ
ブ
中
に
、
川
端
へ
の
言
及
、
日
本
近
代
文
学
関
係
の
ノ
ー
ト
、
原
稿
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
ア
ウ
エ

ハ
ン
ト
の
旧
蔵
資
料
は
従
来
ほ
と
ん
ど
参
照
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
だ
け
に
、
日
本
関
係
資
料
の
潜
在
可
能
性
に
期
待
し
た

い
。
ま
た
、
同
ア
ジ
ア
図
書
館
の
蔵
書
中
に
は
、
柳
田
國
男
の
署
名
本
も
含
ま
れ
る
。

　

以
上
、
八
館
の
概
要
を
示
し
た
。
今
回
調
査
に
至
れ
な
か
っ
た
機
関
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
報
告
の
機
会
を
持
ち
た
い
。

な
お
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
加
え
、
実
際
に
各
図
書
館
を
利
用
し
て
み
て
と
り
わ
け
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
手
稿
等
の
特
殊
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
も
含
め
研
究
資
料
が
、
き
わ
め
て
開
か
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
だ
。
研
究
利
用
に
際
し
て
は
著
作
権
以
外
の
し
ば
り
が
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な
く
、
い
ず
れ
の
資
料
も
、
所
蔵
情
報
を
明
記
す
れ
ば
自
由
に
活
用
で
き
る
。
Ｂ
ｎ
Ｆ
を
は
じ
め
と
す
る
図
書
館
・
研
究
機
関
で

は
、
持
参
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の
資
料
の
撮
影
（
無
料
）
が
広
く
許
可
さ
れ
、
規
模
の
大
き
な
図
書
館
で
は
、
持
ち
込
み

機
器
で
撮
影
す
る
た
め
の
環
境
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
も
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
環
境
に
お
い
て
研
究
者
は
、
自
身
の
Ｐ
Ｃ
に

必
要
な
研
究
資
料
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

他
方
で
、
国
立
を
は
じ
め
高
い
公
共
性
を
有
す
る
こ
と
と
、
図
書
館
で
あ
る
こ
と
と
が
、
こ
う
し
た
状
況
を
実
現
し
や
す
く
し

て
い
る
側
面
が
あ
る
こ
と
に
も
、
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
九
九
四
年
に
更
新
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
公
共
図
書
館
宣
言

（IFLA
/U
N
ESCO

 Public Library M
anifesto

）は
、情
報
の
累
積
と
提
供
こ
そ
が
社
会
と
人
類
の
発
展
の
要
で
あ
る
と
説
き
、

知
識
と
情
報
へ
の
自
由
で
制
限
の
な
い
ア
ク
セ
ス
の
重
要
性
や
、情
報
提
供
窓
口
と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
を
体
系
的
に
示
し
た
。

情
報
技
術
の
進
歩
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
も
た
ら
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
ア
ク
セ
ス
の
浸
透
に
伴
い
、

二
〇
二
二
年
に
宣
言
が
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
も
、
そ
の
姿
勢
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ひ
る
が
え
っ
て
文
学
館
で
は
、
作
家
の

人
生
と
作
品
、
土
地
と
文
学
と
の
結
び
つ
き
、
創
作
の
現
場
、
創
造
の
秘
密
等
々
を
、
文
学
館
と
い
う
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
空
間
に

お
い
て
い
か
に
示
す
か
、
展
示
と
い
う
観
客
へ
の
語
り
か
け
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
図
書
館
が
、
知
と
情
報
の
記
憶
装
置
と
し
て

の
側
面
を
顕
著
に
有
す
る
の
に
対
し
、
文
学
館
は
、
作
家
と
作
品
の
記
録
・
再
生
の
場
と
し
て
の
側
面
を
よ
り
強
固
に
持
っ
て
い

る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
使
命
や
立
場
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
資
料
を
め
ぐ
る
認
識
や
、
提
供
可
能
な
情
報
に
差

異
が
生
じ
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
研
究
的
参
照
を
念
頭
に
資
料
整
備
を
試
み
、
資
料
を
対
象
と
す
る
調
査
研
究
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に
よ
り
、
テ
ク
ス
ト
の
再
評
価
、
あ
る
い
は
研
究
方
法
の
更
新
を
は
か
り
、
そ
の
延
長
上
に
作
家
と
作
品
の
継
承
、
資
料
の
価
値

向
上
、
文
芸
文
化
の
活
性
化
等
を
目
指
す
研
究
（
者
）
と
の
間
に
も
言
え
る
。
だ
が
シ
ナ
ジ
ー
は
、
二
つ
以
上
の
異
な
る
要
素
が

働
く
場
で
し
か
生
じ
な
い
。
異
な
る
性
格
を
持
ち
つ
つ
、
資
料
を
遺
す
こ
と
と
活
か
す
こ
と
へ
の
関
心
や
文
学
・
文
学
館
・
文
学

資
料
が
置
か
れ
て
い
る
現
状
の
更
新
必
要
性
を
共
有
で
き
る
資
料
専
門
家
た
ち
が
交
流
す
る
場
こ
そ
、
目
の
前
に
あ
る
資
料
に
新

た
な
意
味
と
価
値
を
も
た
ら
し
、
文
学
（
資
料
）
と
社
会
と
の
再
接
続
を
か
な
え
る
根
拠
地
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
他
の
点
で
は
、
在
西
欧
の
大
学
等
研
究
機
関
図
書
館
に
お
け
る
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
（
Ｓ
Ｌ
）
の
あ
り
方
、

Ｓ
Ｌ
と
学
生
や
研
究
者
と
の
距
離
の
近
さ
、
教
育
、
研
究
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
結
節
点
を
図
書
館
が
担
い
、
Ｓ
Ｌ
と
研
究
者
が
と

も
に
、
教
育
研
究
の
主
軸
を
担
っ
て
い
る
こ
と
も
印
象
深
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
ｅ
ａ
ｊ
ｒ
ｓ
（
日
本
資
料
専
門
家
欧
州
協
会
）
を
は
じ
め
と
す
る
研
究
活
動
と
情
報
共
有
の
場
が
機
能
し
、
機
関
や

国
・
地
域
を
越
え
た
日
本
研
究
の
進
展
と
環
境
整
備
を
下
支
え
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。
在
外
の
日
本
資
料
専
門
家
と
、
よ

り
積
極
的
な
交
流
を
持
ち
、
ｅ
ａ
ｊ
ｒ
ｓ
等
に
関
心
を
向
け
る
こ
と
は
、
日
本
近
現
代
文
学
研
究
の
展
開
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
だ
ろ
う
。
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三　

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
（
歴
史
・
文
化
・
神
学
部
門
）
図
書
館
蔵
〈
川
端
康
成
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
往
復
書
簡
〉

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
川
端
康
成
と
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
の
往
復
書
簡
四
通
は
、
い
ず
れ
も
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
図
書

館
が
所
蔵
す
る
。
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
は
、
前
述
の
と
お
り
日
本
で
の
留
学
を
経
て
一
九
六
八
年
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
に
着
任
、

八
六
年
に
同
大
学
を
退
官
す
る
ま
で
日
本
講
座
を
牽
引
し
た
ス
イ
ス
を
代
表
す
る
日
本
学
者
で
あ
る
。
ま
たSneeuw

land. D
e 

T
ijdstroom

, Lochem
 ,1957

やDuizend kraanvogels. D
e T
ijdstroom

, Lochem
 ,1960

を
は
じ
め
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

受
賞
以
前
よ
り
川
端
康
成
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
多
く
手
掛
け
た
彼
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
圏
に
川
端
文
学
を
導
入
し
た
人
物
と
も
言
え

よ
う
。

　

以
下
、
四
通
の
書
簡
を
成
立
順
（
推
定
）
に
示
す
。
翻
刻
に
際
し
、
挿
入
（
加
筆
）
は
〔 

〕、
削
除
は
﹇ 

﹈、
判
読
不
能
は
【 

】

で
示
し
た
。

①
川
端
康
成
書
簡
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
宛
、
一
九
六
〇
年
（
推
定
）
九
月
二
六
日
【
図
版
５
】

便
箋
二
枚
の
表
面
に
筆
書
き
。
封
筒
欠
。
便
箋
は
和
紙
、
左
下
に
朱
色
の
彼
岸
花
の
絵
入
り
。

拝
復
、
お
手
紙
を
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
く
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
お
返
事
が
非
常
に
お
く
れ
ま
し
た
の
は
、
お
手
紙
が
日
本

へ
着
き
ま
し
た
時
、
私
は
ち
や
う
ど
Ｕ
Ｓ
Ａ
か
ら
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｌ
へ
四
月
ほ
ど
旅
行
に
出
て
を
り
ま
し
て
、
お
手
紙
が
日
本

か
ら
ア
メ
リ
カ
に
転
送
さ
れ
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ジ
ル
へ
転
送
さ
れ
、
日
本
の
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
館
か
ら
東
京
の
外
務
省
へ
も
ど
り
、



75

近
ご
ろ
私
の
家
へ
と
ど
い
た
か
ら
で
す
。
千
羽
鶴
を
貴
国
語
に
御
訳
し
下
さ
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
翻
訳
し
て
い

た
だ
く
権
利
は
、〔（
著
作
権
は
い
つ
さ
い
）〕
出
版
社
に
は
な
く
私
に
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
〔
私
の
〕
手
紙
を
承
諾
書
と

お
受
け
取
り
下
さ
つ
て
結
構
で
す
。出
版
社
に
御
交
渉
下
さ
る
に
は
及
び
ま
せ
ん
。ド
イ
ツ
語
訳
の
ほ
か
に
も
英
語
訳
が〔﹇
イ

ギ
﹈
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
で
〕
出
版
さ
﹇【
】﹈
れ
て
を
り
ま
す
の
で
御
参
考
に
な
る
の
で
し
た
ら
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

日
本
語
の
原
文
は
充
分
御
覧
下
さ
つ
た
こ
と
と
思
ひ
ま
す
が
念
の
た
め
に
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
飛
行
便
で
す
の
で
小
さ
い

ポ
ケ
ツ
ト
版
に
い
た
し
ま
し
た
。

表
紙
の
字
と
私
の
写
真
と
は
近
日
飛
行
便
で
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
出
版
社
に
よ
ろ
し
く
お
伝
へ
下
さ
い
ま
せ
。
日
本
も
こ

の
と
こ
ろ
秋
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
立
派
な
日
本
語
の
お
手
紙
を
い
た
だ
い
て
う
れ
し
く
存
じ
ま
し
た
。　

九
月
二
十
六
日　

川
端
康
成

　

Ｃ
ア
ウ
エ
ハ
ン
ド
様

②
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
書
簡
、
川
端
康
成
宛
、
一
九
六
〇
年
一
一
月
（
推
定
）
一
一
日

便
箋
三
枚
の
表
面
に
筆
書
き
（
妻
静
子
代
筆
）。
封
筒
欠
。
便
箋
は
縦
書
き
用
、
赤
罫
。

拝
啓
、　

先
日
は
御
親
切
な
お
返
事
、
誠
に
あ
り
が
た
く
拝
見
致
し
ま
し
た
。
出
版
社
も
私
も
そ
れ
を
待
ち
か
ね
て
お
り
ま

し
た
の
で　

千
羽
鶴
訳
本
出
版
の
こ
の
様
な
快
諾
の
お
便
り
に
、
私
達
は
心
か
ら
喜
び
安
堵
し
て
い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す

　

と
こ
ろ
で
、
此
の
訳
本
出
版
の
権
利
を
お
譲
り
頂
く
た
め
の
経
済
的
な
条
件
に
つ
き
、
出
版
者
側
で
は
貴
方
か
ら
の
御
要



76

請
額
等
を
お
伺
い
し
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
今
一
度
そ
の
件
に
つ
き
御
返
事
下
さ
い
ま
せ
。

表
紙
の
装
釘
は
以
前
よ
り
決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
翻
訳
も
第
三
章
ま
で
は
幾
度
か
の
添
削
の
後
、
既
に
印
刷
所
に
ま
わ
っ

て
お
り
、
今
月
末
に
は
出
版
で
き
る
見
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
は
只　

貴
方
の
お
写
真
と
中
表
紙
の
為
の
字
を
お
待
ち
す

る
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

お
贈
り
下
さ
っ
た
三
冊
の
文
庫
本
恐
縮
し
つ
ゝ
も
あ
り
が
た
く
頂
だ
い
致
し
ま
し
た
。
尚
英
訳
書
は
千
羽
鶴
、
雪
国
共
に
私

卓
上
に
備
え
て
お
り
ま
す
故
お
送
り
頂
く
に
は
及
び
ま
せ
ん
。

空
澄
み
深
み
ゆ
く
秋
に
て
、
貴
方
の
御
健
康
と
御
活
躍
の
ま
す
〳
〵
盛
ん
で
あ
り
ま
す
様
に
。

　

拙
筆
あ
し
か
ら
ず
御
判
読
下
さ
い
ま
せ
。

　
　
　

し
ぐ
れ
月
十
一
日
／
Ｃ
．
ア
ウ
エ
ハ
ン
ド
／
妻
静
子
代
筆

　

川
端
康
成
様

③
川
端
康
成
書
簡
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
宛
、
一
九
六
〇
年
一
一
月
（
推
定
）
一
九
日
【
図
版
６
】

便
箋
一
枚
の
表
面
に
筆
書
き
。
封
筒
欠
。
便
箋
は
和
紙
、
朱
枠
。

拝
復　

写
真
と
千
羽
づ
る
の
字
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
い
た
し
ま
す

御
本
の
出
来
る
の
が
非
常
に
楽
し
み
で
す　

権
利
ハ
オ
ラ
ン
ダ
の
常
識
の
慣
例
に
し
た
が
つ
て
結
構
で
す

C.O
uw
ehand

様　

十
九
日　

川
端
康
成
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④
川
端
康
成
書
簡
、
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
宛
、
一
九
六
八
年
（
推
定
）
一
二
月
二
〇
日
、
ロ
ン
ド
ン
【
図
版
７
】

便
箋
四
枚
の
表
面
に
筆
書
き
。
封
筒
欠
。
便
箋
に
「G H

/A
IR M

A
IL

」「GRO
SV
EN
O
R H
O
U
SE/P.O

.BO
X
 N
o.961/

PA
RK
 LA
N
E/LO

N
D
O
N
 W
.1.

」「T
elephone

：01-499 6363/T
elegram

s

：Grovhow
s London W

1/T
elex

：24871

」

と
印
刷
。

拝
復　

こ
の
た
び
の
私
の
受
賞
に
御
心
厚
い
御
祝
ひ
を
た
ま
は
り
ま
し
て
温
い
幸
ひ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
深
く
御
礼
申
上
げ

ま
す

十
二
月
十
日
の
授
賞
式
そ
の
他
の
行
事
を
と
ど
こ
ほ
り
な
く
役
づ
と
め
い
た
し
ま
し
た
後
ヨ
オ
ロ
ツ
パ
に
休
養
旅
行
を
い
た

し
て
を
り
ま
す　

出
発
前
ま
た
ス
ト
ツ
ク
ホ
ル
ム
で
の
多
忙
に
ま
ぎ
れ
い
ろ
い
ろ
失
礼
の
あ
り
ま
し
た
こ
と
ま
た
御
礼
も
甚

だ
延
引
し
て
申
上
げ
ま
す
こ
と
何
卒
お
ゆ
る
し
下
さ
い
ま
せ　

匆
ゝ

　

十
二
月
二
十
日
ロ
ン
ド
ン
に
て
／
川
端
康
成

な
ほ
帰
国
は
来
春
の
予
定
で
す
の
で
年
末
年
始
の
御
あ
い
さ
つ
も
こ
こ
に
申
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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【
図
版
５
】
川
端
康
成
書
簡
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
図
書
館
蔵
）
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【
図
版
６
】
川
端
康
成
書
簡
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
図
書

館
蔵
）

【
図
版
７
】
川
端
康
成
書
簡
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
図
書
館
蔵
）



80

　

い
ず
れ
も
執
筆
年
の
記
載
が
な
い
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
ペ
ン
ク
ラ
ブ
大
会
へ
の
ゲ
ス
ト
出
演
の
時
期
や
、
ア

ウ
エ
ハ
ン
ト
に
よ
る
川
端
『
千
羽
鶴
』
の
最
初
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
が
出
版
さ
れ
た
時
期
に
鑑
み
て
、
最
初
の
三
通
は
一
九
六
〇
年

の
も
の
と
判
断
で
き
る
。
自
作
の
翻
訳
を
め
ぐ
る
作
家
の
態
度
を
レ
リ
ー
フ
す
る
よ
う
な
内
容
が
興
味
深
い
。『
伊
豆
の
踊
子
』『
雪

国
』
が
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
、す
で
に
国
際
的
な
作
家
と
し
て
認
知
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
川
端
は
、『
千
羽
鶴
』

が
新
た
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
る
機
会
を
喜
び
、多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
な
か
全
面
的
と
も
い
え
る
協
力
の
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
語
訳
に
際
し
、
既
存
の
英
訳
と
ド
イ
ツ
語
訳
の
参
照
を
婉
曲
に
勧
め
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
そ
う
な
文
面
か
ら
は
、
多

言
語
へ
の
多
数
の
翻
訳
出
版
、
そ
し
て
翻
訳
の
質
が
、
作
家
の
対
外
的
評
価
を
決
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
に
対
す
る
洞
察
が
う

か
が
え
る
。

　

四
通
目
は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
を
祝
う
書
簡
に
対
す
る
川
端
の
返
信
で
、
一
九
六
八
年
の
も
の
と
特
定
で
き
る
。

一
九
六
八
年
に
は
『
眠
れ
る
美
女
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳De schone slaapsters. V

an Gennep,A
m
sterdam

,1968

が
、
や
は

り
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
の
翻
訳
で
上
梓
さ
れ
て
お
り
、
六
七
年
二
月
一
六
日
付
の
川
端
、
三
島
由
紀
夫
宛
書
簡
１
２
に
「Straus

氏
に

私
も
近
く
会
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
も
て
な
し
の
法
を
思
ひ
つ
か
な
く
て
少
し
困
つ
て
を
り
ま
す
。「
古
都
」
の
ド
イ
ツ
訳
が

出
た
り
、「
眠
れ
る
美
女
」
の
オ
ラ
ン
ダ
訳
が
出
る
事
に
な
つ
た
り
、
こ
の
ご
ろ
は
ヨ
オ
ロ
ツ
パ
訳
が
私
の
場
合
は
先
に
な
つ
た

や
う
で
す
」
と
、
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
訳
へ
の
言
及
が
認
め
ら
れ
る
。
同
書
簡
が
、
自
作
の
翻
訳
を
め
ぐ
り
、
ス
ト
ラ
ウ
ス
に
「
会
は

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
、
義
務
感
や
困
惑
を
に
お
わ
せ
て
い
る
の
も
面
白
い
。
日
本
近
現
代
文
学
の
翻
訳
に
い
ち
早
く
乗
り
出
し
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た
ア
メ
リ
カ
の
大
手
出
版
社
ク
ノ
ッ
プ
（
Ｋ
ｎ
ｏ
ｐ
ｆ
）
の
編
集
長
ス
ト
ラ
ウ
ス
と
い
え
ば
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
が
自
伝
１
３

の
な
か
で
複
数
の
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
。

　

ス
ト
ラ
ウ
ス
は
、
愛
す
べ
き
人
物
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
い
か
に
も
尊
大
に
構
え
て
い
て
、「
翻
訳
者
な
ど
掃
い
て
捨
て

る
ほ
ど
い
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
平
気
で
言
う
人
間
だ
っ
た
。（
略
）
数
々
の
欠
点
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ス
ト
ラ
ウ

ス
は
現
代
日
本
文
学
に
関
わ
り
の
あ
る
人
間
す
べ
て
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
い
人
物
だ
っ
た
。

キ
ー
ン
は
右
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
で
、
日
本
文
学
翻
訳
事
業
に
お
け
る
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
役
割
の
大
き
さ
を
確
認
し
、
彼
の
人
格

上
の
難
点
と
と
も
に
、
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
日
本
文
学
ブ
ー
ム
の
立
役
者
と
し
て
の
偉
大
な
功
績
を
記
録
し
た
。
ま
た
、
五
七

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
た
三
島
由
紀
夫
が
、
事
前
に
英
訳
を
手
に
取
り
準
備
を
整
え
る
こ
と
で
最
低
限
の
敬
意
を
払
う
こ
と

さ
え
し
な
か
っ
た
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
記
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
の
は
、
キ
ー
ン
に
よ
る
英
訳
を
出
版

し
て
い
た
ス
ト
ラ
ウ
ス
の
は
か
ら
い
に
よ
る
と
い
う
。
通
訳
を
務
め
た
キ
ー
ン
は
、
同
書
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後
、
記
者
が
自
分
の
こ
と
を
何
一
つ
知
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
三
島
は
、
私
に
こ
う
尋
ね
た
も
の
だ
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
有
名
に
な
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
な
、
と
。

時
間
と
と
も
に
空
間
も
超
え
る
文
学
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
世
界
を
知
っ
た
近
代
に
お
い
て
普
遍
化
し
、
海
外
が
近
づ
い
た
戦
後
に

お
い
て
、
よ
り
身
近
に
な
っ
た
も
の
の
一
つ
だ
ろ
う
。
近
代
化
に
お
い
て
西
洋
に
学
ば
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
日
本
文
学
は
、
つ
ね

に
輸
入
超
過
状
態
に
あ
っ
た
。
戦
後
、
そ
の
輸
出
入
の
不
均
衡
を
差
し
戻
し
、
三
島
由
紀
夫
と
と
も
に
、
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
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リ
ー
文
学
の
市
場
を
世
界
に
開
い
た
川
端
康
成
の
、
翻
訳
を
め
ぐ
る
態
度
を
如
実
に
伝
え
る
資
料
と
し
て
、
さ
き
の
ア
ウ
エ
ハ
ン

ト
と
の
往
復
書
簡
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

四　

お
わ
り
に

　

以
上
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
四
カ
国
に
所
在
す
る
八
つ
の
図
書
館
に
関
し
、
手
稿
や
旧
蔵
書
等
の
特

別
資
料
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
日
本
関
係
の
所
蔵
資
料
の
概
要
と
研
究
利
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
共
有
を
試
み
た
。

　

研
究
資
料
の
価
値
を
定
量
的
に
把
握
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
は
、
閲
覧
・
引
用
な
ど
の
利
用
回
数
、
イ
ン
パ
ク
ト
、
相
対
的

な
影
響
力
に
よ
っ
て
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
要
素
に
直
截
的
に
関
わ
る
も
の
に
、
ア
ク
セ
シ

ビ
リ
テ
ィ
や
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
が
あ
る
。
固
有
資
料
が
利
用
者
を
排
除
せ
ず
、
所
在
と
利
用
方
法
に
関
す
る
情
報
が
発
見
し
や
す

い
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
か
、
利
用
方
法
は
分
か
り
や
す
い
か
、
資
料
に
対
す
る
物
理
的
距
離
は
近
い
か
と
い
っ
た
問
題
が
、
デ

ジ
タ
ル
化
の
度
合
い
と
無
関
係
に
は
検
討
で
き
な
く
な
っ
て
、
す
で
に
久
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
移
動
制
限
と
施
設
使
用
制
限
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
の
動
き
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
た
。
他
方
で
、
著
作
権
の
遵
守
と
、
遺
族
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
者
へ
の
配
慮
が
不
可
欠
な
近
現
代
文
学
資
料
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
の
流
れ
に
乗
り
に
く
い
。
加
え
て
、
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
に
投
入
で
き
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
現
場
で
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
加
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速
す
る
変
化
の
流
れ
を
、
個
別
の
条
件
に
よ
ら
ず
、
資
料
の
価
値
と
可
能
性
を
高
め
、
文
化
の
継
承
発
展
を
支
え
る
推
進
剤
に
す

る
た
め
に
も
、
情
報
を
共
有
し
た
り
相
補
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
い
ま
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
の
考
察
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
近
現
代
文
学
と
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
は
川
端
康
成
や
三
島
由
紀
夫
、
あ
る
い
は
村
上
春
樹
を
中
心
に
、
早
く
か

ら
研
究
が
深
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
翻
訳
の
現
場
を
再
構
成
し
得
る
ほ
ど
に
膨
大
な
資
料
が
蓄
積
さ
れ
、
研
究
利
用
も
可
能

な
英
訳
の
場
合
を
除
き
１
４
、翻
訳
的
営
為
を
闡
明
す
る
記
録
資
料
は
少
な
い
。
原
文
と
翻
訳
の
あ
り
方
に
関
心
を
向
け
る
研
究
も
、

一
部
の
作
家
を
除
き
、
対
象
を
英
訳
に
局
限
し
て
き
た
。
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
ア
グ
ノ
エ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、
ラ

イ
デ
ン
大
学
の
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
等
々
、
作
家
や
翻
訳
者
の
旧
蔵
資
料
群
の
な
か
か
ら
、
近
現
代
文
学
の
研
究
資
料

が
新
た
に
発
掘
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
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【資料１】
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【
資
料
２
】 

2022
年
10
月
～
2023

年
3
月
調
査
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【
注
】

１ 
古
典
籍
に
つ
い
て
は
、
日
本
資
料
委
員
会
・
国
文
学
研
究
資
料
館
「
在
外
日
本
古
典
籍
所
蔵
機
関
デ
ィ
レ
ク
ト
リ
」
の
公
開

と
拡
充
を
は
じ
め
、
在
外
日
本
資
料
の
調
査
研
究
の
環
境
整
備
が
顕
著
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
高
木
元
「
江
戸
読
本
の
往

方
―
巴
里
に
眠
る
読
本
た
ち
―
」（「
読
本
研
究
新
集
」
二
〇
一
四
年
六
月
）
な
ど
、
在
仏
の
和
本
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
調

査
研
究
も
行
わ
れ
て
い
る
。

２ 

近
代
文
化
人
の
フ
ラ
ン
ス
体
験
の
全
体
像
の
把
握
に
き
わ
め
て
有
用
な
一
次
資
料
集
と
し
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
和

田
博
文
監
修
『
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
日
本
人
の
フ
ラ
ン
ス
体
験
』
全
二
一
巻
（
柏
書
房
、
二
〇
〇
九
〜
一
一
年
）
が
あ
る
。

３ 

二
〇
一
九
年
、
パ
リ
第
五
大
学
と
第
七
大
学
（
デ
ィ
ド
ロ
大
学
）
が
合
併
し
パ
リ
大
学
が
設
立
さ
れ
、
二
〇
二
二
年
三
月
、

名
称
変
更
に
よ
り
パ
リ
・
シ
テ
大
学
と
な
っ
た
。

４ 
Bibliothèque interuniversitaire des langues orientales

。
一
六
六
九
年
に
コ
ル
ベ
ー
ル
の
主
導
で
創
設
さ
れ
た

École des jeunes de langues

（
青
年
言
語
学
校
）
を
前
身
と
し
て
、
一
七
九
五
年
に
設
立
さ
れ
たÉcole spéciale des 

Langues orientales

（
東
洋
語
専
門
学
校
、
現
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
）
の
図
書
館
。
Ｂ
Ｉ
Ｕ
Ｌ
Ｏ
の
蔵
書
は
一
〇
〇
以
上
の
言
語

の
書
籍
五
五
万
冊
と
逐
次
刊
行
物
九
六
〇
〇
タ
イ
ト
ル
に
及
ん
だ
。
そ
の
う
ち
の
約
一
三
万
点
が
、
一
四
世
紀
か
ら
一
九
世

紀
ま
で
の
稀
覯
書
・
貴
重
資
料
で
、
日
本
の
木
版
画
も
含
ま
れ
る
。

５ 

同
広
告
中
に
、「
日
本
文
学
支
那
学
ヲ
教
授
ス
ベ
キ
人
ヲ
聘
シ
日
本
学
ヲ
修
メ
兼
テ
歐
州
ノ
諸
学
ヲ
研
究
セ
シ
ム
ル
（
略
）
一
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校
ヲ
里
昴
府
ニ
設
立
セ
ン
ト
シ
日
本
兼
支
那
学
教
師
二
名
其
一
ハ
日
本
文
部
省
ニ
テ
保
証
ヲ
得
タ
ル
人
其
一
ハ
日
本
昌
平
大

学
校
ノ
教
官
タ
リ
シ
人
並
ニ
訳
者
数
名
ヲ
招
聘
シ
其
編
制
大
率
整
フ
ヲ
以
テ
今
日
本
ノ
諸
君
ニ
広
告
ス
」
と
あ
る
。

一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
の
リ
ヨ
ン
で
、
日
本
人
留
学
生
を
広
く
受
け
入
れ
彼
ら
の
帰
国
後
の
活
躍
を
支
え
る
べ
く
、
学

校
新
設
の
準
備
が
き
わ
め
て
具
体
的
に
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
広
告
に
つ
い
て
は
、
岡
村
嘉
子
「
エ
ミ
ー
ル
・

ギ
メ
の
リ
ヨ
ン
東
洋
語
学
校
設
立
と
そ
の
動
機
」（「
総
合
社
会
科
学
研
究
」
二
〇
二
三
年
三
月
）
が
詳
細
な
報
告
を
行
っ
て

い
る
。

６ 

た
と
え
ば
尾
木
圭
子
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
マ
ク
ワ
ン
『
日
本
の
開
国　

エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ　

あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
見
た
明
治
』（
創

元
社
、
一
九
九
六
年
）
に
も
「
ギ
メ
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
計
画
は
東
洋
語
学
校
の
創
設
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
。

７ 

よ
り
時
代
の
下
っ
た
一
九
〇
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
教
科
書
『
国
語
読
本　

尋
常
小
学
校
用
』
巻
五
（
坪
内
雄
三
著
、
文
部

省
検
定
済
、
東
京
冨
山
房
蔵
版
、
一
九
〇
一
年
、
訂
正
四
版
）
に
は
、
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
カ
タ
カ
ナ
ま
た
は
ロ
ー
マ
字
で
ふ

り
が
な
を
付
す
多
量
の
書
き
込
み
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
ロ
ー
マ
字
は
、
資
料
（【
図
版
２
】）
の
仏
式
と

は
異
な
る
。「
を w

o

」「
上
品 dyo hin

」「
鳥
類 tyo rui
」
と
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
田
中
館
愛
橘
が

一
八
八
〇
年
代
半
ば
に
提
唱
し
、
そ
の
後
日
本
式
と
名
付
け
ら
れ
た
つ
づ
り
方
を
採
用
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
き
の
資
料
（【
図
版
２
】）
同
様
、
英
語
話
者
が
日
本
語
に
近
い
発
音
を
す
る
た
め
に
有
効
な
ヘ
ボ
ン
式
を
、
一
貫
し
て
使

用
し
な
い
姿
勢
が
興
味
深
い
。
同
書
の
「
第
十
六　

京
都
」
は
、
総
ル
ビ
と
な
る
よ
う
ル
ビ
の
な
い
す
べ
て
の
漢
字
に
手
書
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き
で
書
き
入
れ
が
施
さ
れ
て
い
る
。「
に
し
ぢ
ん
織
は
、
甚
だ
美
し
き
織
物
に
て
、
其
の
名
、
外
国
ま
で
も
聞
こ
え
た
り
」
と

あ
る
件
は
、
ギ
メ
に
よ
る
広
告
中
の
一
文
「
我
里
昴
府
ト
日
本
ト
ハ
生
糸
商
法
ニ
於
テ
大
関
係
ヲ
有
セ
リ
」
を
想
起
さ
せ
る
。

８ 

尾
木
圭
子
ほ
か
『
日
本
の
開
国
』（
前
掲
）
に
「
ギ
メ
は
旅
行
中
多
く
の
書
籍
を
収
集
し
、
日
本
か
ら
は
１
０
０
０
冊
の
和
漢

の
書
籍
を
持
ち
帰
っ
た
」
と
あ
る
。

９ 
Éditées et com

m
entées par Patrick Beillevaire, O

kinaw
a 1930 

： N
otes ethnographiques de Charles 

Haguenauer. Paris
： Collège de France, Institut des hautes études japonaises, 2010. 

10 

関
連
す
る
出
版
物
に
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
、
Ｃ
Ｎ
Ｒ
Ｓ
監
修
、
ニ
コ
ラ
・
フ
ィ
エ
ヴ
ェ
、
松
崎
碩
子
編
『
フ
ラ

ン
ス
士
官
が
見
た
近
代
日
本
の
あ
け
ぼ
の
』（
ア
イ
ア
ー
ル
デ
ィ
ー
企
画
、
二
〇
〇
五
）、T

ranscription de Pierre 

K
reitm

ann, revue et annotée par K
aoru Baba, Francine H

érail, Sekiko M
atsuzaki-Petitm

engin, Elizabeth 

W
einberg de T

ouchet, Deux ans au Japon （1876-1878

）：journal et correspondance de Louis Kreitm
ann, 

offi  cier du génie, Collège de France, Institut des hautes études japonaises, Paris, 2015.

松
崎
碩
子
訳『
ク
レ
ッ

ト
マ
ン
日
記
（
東
洋
文
庫
）』（
平
凡
社
、
二
〇
一
九
）
な
ど
が
あ
る
。

11 

Ｂ
ｎ
Ｆ
手
稿
部
門
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成
と
概
要
に
つ
い
て
は
、M

anuscrits, xylographes, estam
pages/les 

collections orientales du départm
ent des M

anuscrits/GU
ID
E, sous la direction d'A

nnie Berthier. 

Bibliotheque nationale de France.2000

に
詳
し
い
。
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12 
『
川
端
康
成
全
集
』
補
巻
第
二
巻
、
新
潮
社
、
一
九
八
四
年

13 
『
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
自
伝　

増
補
新
版
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
九
年

14 

ア
メ
リ
カ
の
大
手
出
版
社
の
ア
ー
カ
イ
ブ
、A

lfred A
. K
nopf Inc. Records

や Grove Press Records

が
近
年
注
目
さ

れ
て
い
る
。
日
本
文
学
と
英
訳
と
し
て
の
翻
訳
と
の
関
係
性
を
め
ぐ
る
研
究
は
、
そ
れ
ら
の
調
査
に
よ
り
大
幅
に
更
新
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

【
付
記
】
本
稿
は
、
第
五
回
近
代
作
家
旧
蔵
書
研
究
会
（
二
〇
二
三
年
六
月
三
〇
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
日
本
資
料
の
所
蔵
と
利
用
を
め
ぐ
っ
て
」
を
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費 

Ｊ
Ｐ
２
２
Ｈ

０
０
６
４
１
の
助
成
を
受
け
て
い
る
。
な
お
川
端
康
成
書
簡
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
は
、
公
益
財
団
法
人
川
端
康
成
記
念
会
の
許
諾

を
得
た
。

※
本
稿
で
書
簡
を
紹
介
し
た
オ
ウ
エ
ハ
ン
ト
氏
の
著
作
権
者
へ
の
連
絡
が
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
連
絡
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ま
た
、
調
査
に
あ
た
り
一
方
な
ら
ず
お
世
話
に
な
っ
た
馬
場
郁
氏
（
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
）、Christian D

unkel

氏
、

U
rsula Flache

氏
（
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
）、Laurent H

ericher
氏
（
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
）、神
谷
信
武
氏
（
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
大
学
）、
嵩
井
里
恵
子
氏
（
パ
リ
シ
テ
大
学
）、
古
賀
敦
子
氏
（
Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ａ
Ｃ
）、N

adia M
. K
reeft-M

ishkovskyi

氏
（
ラ
イ

デ
ン
大
学
）、
ノ
エ
ル
咲
氏
（
ギ
メ
東
洋
美
術
館
）
の
各
氏
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）
に
、
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


